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農
を
.つ
と
む
れ
ば
貧
、
：
商
を
す
れ
ば
富

」

.

と
い
ぅ
現
実
ば.
變
革
ざ
る
、、へ
.

：き..
で
あ.
り
、.

r

民
の.
貧
富
は
其
^

の
巧
拙
時
の
幸 

.

不
幸
さ.
ま
ざ
ま
有
之
候
べ
共
大
抵
侈
て
惰
る
者
は
貧
し
く
儉
に
，し
て
勤
る
者
は 

富
め
；る
道
理
に
御
座
候

」

：，> .-

い
：ぅ
世
忙
す
る
こ.と
、
農
を1 |.

る
者
が
富
む
：べ
き 

で
あ
る
と■
と
、'
そ
こ
に
幽
谷
は.,「

富
国j

'

論
の
根
拠
を.
お
き
、
経
世
済
民
論
を 

葡
成
し
た
の
で
、あ

？
,

此
点
、:'
正

議

に

お

，い
て
叙
讓
の
性
格
は
同
様
で 

:

あ
.っ
た
。_

^

の
推
移
は
、
,

幽
谷
に
比
す
れ
ば
正
志
斉
は
ょ
々
冑
く
11
1

-

#

®
 

-

へ
の
知
識
を
持
^
に
至
ガ
フ
諸
外
国
に
お
い
て
交
易
が

 

一：
_

£

暑

を

致

す

所 

以
で
ぢ
るC

と
を
認
識
し
つ
つ
：も
，
彼
ゆ
理
論
が
：交
易
へ
の
菡
礎
を
欠
い
.て
い 

た
水
一
傷
領
を
寞
ど
し
で
形
成
さ
れ
た
こ
と

_

か
ら
、
：：そ
れ
以
上
交
易
に
考
察 

を
向
げ
ず
：
藩
内
の
：
®

H
.

と
政
治
の
：貧
困
の
因
を

T

ニ
大
弊
害」

に
求
め
て
、 

■

讓
論
を
国
内
に
限
っ
て
展
開
す
を
結
果
と
な
：
？
た
？
正
志
斉
：は

「

時
勢.
の
変
.

」 

と
/

邪
説
の
害̂

と

タ

コ

蘭」

：
 

'を
論
：:1
:
、
眼
前
め
経
済
事
情
を
解
明
し
つ 

づ
：、
終
局
に#

い
て
、：
国
を
富
ま
す
所
以
の
も
の
が
'「

農_
1

の
振
興
虼
あ
り
、 

農
業
の
：中
で
と
く.に
主
穀
作
物
で
あ
る

r

米」

.

作
を
第1

と
し
て
観
念
し
た
の

:
で
：灰
；つ
；だ:-
0
米
作
を
阻
止
、：：
.

妨
害
す
る
が
ど
と
き
他
作
物0

栽
培
を
排
除
し
、 

来
作
の
振
興
を
願
つ
七
い
：た
。

.

緣

M'
'

面
鉛
、
，
錫
、
—

、
鉄

、
.：硫
黄
の
類
を
諸 

国
の
塵
礼
り̂
?
:

こ
^

を
考
え
、̂

山
嶽
：の
秘」

を
凳
し
、
.鈹

山

業

の

麗

に

着 

自
し
て
い
た
が
、

こ
れ
と
て
も
国
防
の
必
要
に
よ
る
巨
艦
巨
砲
：主
義
と
の
：
関

;三
：(

辟
主
九)



係
で
論
ぜ
ら
れ
た
の
、で
あ
っ
て
.、
.そ
れ
ら
を
富
国
と
直
結
し
て
考
え
た
も
の 

で
找
な
^ :
っ

洽
.:
?
灰
<'
:
€で
：%'
富
国
の
中
心
は
賨
業
豪
ル
,'
米
の
生
産̂
择

：
 

か
权
で
お
ぢ
た0

患̂
齊
に
呔
富
に
；つ
へ
い
で
明
良
な
る
見
解

0-
叙
述
を
^

が

出

来

な

：
い
：
が

•

：] £
_

£

晶

国

策

の

在

：

^

方

の

根

乾

に

は

、
：
；
，：

^

と
1 >
;
.て
«.
;
ー 

谷
と
同
じ
他
格
の
、富
の
考
方
が
存
在
し
て
.い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来 

:

毛
バ
邏
办
場
合
嗥
軚1 >
そ
は
、
.>
;

幽

谷

、
ィ

正

志

奔

に

.比

し

裳
 

的
‘

経
済
的
危
機
の
激
化
が
彼
•の
理
論
に
一
層
明
白
な
る
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ 

れ
て
来
た
。1

は
国
内
改
革
の
た
め
欧
米
文
化
の

一

部
を
吸
収
す
る
必
要
を 

—

識
し
.

^も
、：：：

政
治
的̂

は
®

夷

. ^
^

:

し

，_

的
£

:

は
.

方

向

一
 

を
打
ち
出
し.
た
も
の
と
思
わ
机
る
が
、
そ
の
所
論
は
一
雜
領
た
る
水
戸
藤
を
•対 

象
と
し
.た
i

の
が
ら
M

へ
次
第
に
日
本
国
を
対
象
：と
し
た
§

策
と
；い
爻
性
格
を- 

も
つ
^

華

？
た
。
：ご
れ
ら_

策
の
'
根

底

に

ば

疆
!7
)
.
?

「

富
^ :

扣

よ

び

：

「

富

層

：， 

' :

へ
め
考
え
方
が
存
在
し
て“

^

。
.
蕩

の

富

に

爻

^
て
の
勞
が
方
樣 

節
に
明
自
に
示
さ
れ
て
い.る
:0
»

上

に

而

は

；
金

顧

を

貯

：
へ

候

藝

看

と

^

得

：

候
得
共
、
鑫

接

蟹

融

通

仕

候

為

め

諸
■

へ
御
座
麵
ば
，
金
パ

銀
は
誠
：に

不

用

の

者

に

へ
ば
、

会
銀
は
：客
_

て|#
1
;
主̂
に
：̂

^
候
へ 

間
、
右
諸
品
一
と
し
て
土
地
よ
り
生
ぜ
ざ
る
も
の
無
念
土
地

.よ
，り
生
像%'
の
：の
'' 

内
、
五
穀
；を
第
一
：の
宝
と
致
し
候
：
ベ
ば
、

..
'
.富
国
の
政^.
勧

農

：を
第
一
.
と
仕
候 

様
、
申
上̂

迄
無
翻
座

■
。パ-}2

^

に
よ
れ
ば
、
富
と
は
金
銀
、

■へ
富
有
；と̂
 

. 

を
多
く
.た
ぐ
わ
え
る
事
で
あ̂
と
い
ぅF

俗
論」

' 

.
は
批
判
さ
る
べ
き
で
お
り
、
-
. 

金
銀
は
方
物
办
交
換
を
同
ど
る
交
換
串
段
で
あ
：マ
て
、
富

.の
実
体
：で
は
な
い.
0
. 

金
銀
は
富
か
ら
み
れ
ば
：

「

客
1-
で
あ
り
、

「

不
用)

の
者
.

I 、

人
々
ハ
に
.と；?
で
第
二
：次

〉

四
.(

四
.四
0)

.■

的
な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
て
、

.「

諸
品」

2'
留
の
実
体
、
第

.
一
次
的
意 

■義
を
持
.つ
も
の
.て
あ
.っ
て
、
し
そ
の
諸
品
を
生
み
出
す
も

..の，_こ

.そ
は
.
.
.

「

土
地」

.で 

.:,
'あ
る
0
:
;
1
そ
れ
故
灰
ぢ
ゆ
る
諸
品||
;
富
は
；̂

的
.ぬ
土
地
に
そ
の
.生
成
の
^
盤
を 

も
ち
、
土
地
に
帰
属
さ
れ
る
0
.し
か
し
土
地
が
生
み
出
す
親
品
の
中
で

「

五
穀」 

い
を
以
て
第

」

：
：
の

：：

「

宝
1_
:
'と.な
1>
、'五
：穀
を
生
産
ず
る̂
農
1_
'
.
.
:
こ
'そ
は
：

「

富」

の 

生
産
の
根
源
で
あ
る
と
み
な
し
た
。

■

に
よ
れ
ば
、一:

藩

—*
:
国

を

富
有

と

す 

る
た
め
に
は
ま
ず
第

一,

に「

宝
.

」

を
増
すこ
と
、

す
な
わ
ち-.
農」

-:
:
を
ゆ
た
か

 

に

本

来0
生

産
;^
遂

行

出

来

る.よ
ぅ
に
：
な

し

'
農

の

発

展

を

阻

-{
1
:す
る
あ
ら
ゆ 

る
弊
害
を
除
^

^

パ
農
め
発
展
を
促
進
す
各
諸
政
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
ど
と 

、"と
：な

る

。
ン
被
は

^
勧

農
^
を

重

視

じ”
こ
こ.に

：

「

富

国
0;
政

は

勧

農

を

以

て

第

.
、 

:

1
:
>仕
候
1~
.と
1>
:ぅ
遍

の

：囊
策
の
根
本
思
蒙
樹
立
ざ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
0
様
吃
、''
:
-
-
幽
谷
、
正
：志
斉
：耗
よ
び
東
湖
ら
が
論
ず
る
経
1

の
内
容
に
若
子 

の
変
化
が
見
ら
れ
つ
つ
も
、
裹

の

畜/
お
よ
び
へ
誉
国
し
へ
観
^

水
戸
学 

派

憧

家

の
-,
富
1_
_.:
ー.お
よ
.び
，

「

富
国」

.爾
の
1
^
|
|
を
継
承
し
：た
も
の
と
し
て
よ 

く
特
質
.を
明
：示
す
る.も
の
で
あ
る
と.理
解
す
る
事
が
出
来
る
。
水
戸
学
派
経
世.
 

'家
：の
®

済
民
論
に
.み
ら
.れ
.るr

富
国」

観
.と
-1
富
国」

.政
策
の
根
庳
に
は
、
不 

明
瞭
で
あ
り
、.
.未
だ
：十
分
に
熟
し
：て
、い.る
と
は
v>
い
え
な
い
が
、

一
矩
の

「

富」 

に
.

る
思
想
が
：存
在1>
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
富
の
：性
格
を
理
解
す
る
こ
と 

に
よ
.ら
ぞ
：、
ハ
水
|
|派
の
経
世
家
：の
所
論_を
ぞ
0
根
底
に
お
い
て
理
解
出
来
る 

t
の
で
ば
な
い
か.と
思
ぅ
o
: 

;
c

£

蕃
例
.に
よ
：：

P

ぞ

.

江
戸
時
代
経
世

 

家
の
経
済
思
想
を
理
解
す
る.上
'
^
€富」

お
：よ
び
：

「

富
国」

：
の
観
念
を
検
討
す 

る
こ
.と
が
極
め
て
重
要
众1
:視
角
を
^

す̂
る
も
の
と
：ぃ
い
え
：よ
う。
■

(

法
一 > 

拙
論
.

「

.近
世
|
|世
済
民
論
の
ー
考
察I

水
戸
.学
派

：
の

 

'

『

當

国』

論 

を
中
.心
に—

」
〈
「

社

会

経

済

史

学

」

：
第
一
：
一
六
卷
第
：四

.
五
号
见
収

)

(

法
ニ)

幽
谷
の
：富
国
観
に
関
し
て
は

「

社
会
経
済
史
学

」

.第
一.一
六
巻
第
四.

五
号
ニ
四
直
以
下
参
照
。

(

注
三)

；止
志
斧
に
関
し
て
は

「

日」

三
o
頁
以
下
参
照
。 

(

注
四)

.
東
湖
の
揚
合
に
つ
：い
て
は

「

同」

三
五
’頁
以
下
參
照0

/: '
三
へ
/；
;

:

’
 ̂

.

• 

.

.

- 

. 

, 

;

.

.

「

富」

お
よ
.び
.

「

富
国
_
1
r関
す
る
思
想
を
検
討
す
る
こ
と
が
、

世
家
の
思
想
を
解
明
し
、
そ
の
特
微
を
把

@
す
る
上
に
、
極
め.て
重

要

か

る

，
ー
、 

視
点
を
形
成
す
る
。
わ
た
く
し
は
い

'ま
仙
台
藩
の.雜
rf
を
^

と
し
て
展
開
さ 

_
れ
た
秫
子
平

o
r

文
三
年
丨
寬
政
丑
年.：，一
七
三
六
|
ゝ
一
七
減
,

の
著
書
や 

'上
書
を
対
象
と
し
て
子
平
の
：

「

富
1-
お
よ
び「

富
国」

.：に
関
す
る
思
想
•を
考
察 

し
、
も
っ
て
子
平
の
経
邊
§

の
特
徵
を
把
握
し
、
：：江
^.
時
悅
経
済
思
想
の
：
 

史
^

展̂
を
解
明
す̂
た
：め
め1

助
と
し
^
い
。

周
知
の
ご
と
く
、
江
戸
時
代
.に
：お
け
るi

的
途
展
は

：

她
域
：に
：よ

欠ま
た 

藩
.に
よ
り
、
いち
じ
る
し
い
差
異
を
も
？
で
現
わ
れ
て
い
た
。
こ.
の
と
'と
：と
.関
連 

し
て
.、
一
地
域
あ
る^:
.は
：一.雜
を
直
接
の®

と
し
：て
、
政
策
的
意
味
を
多
分 

に
も
マv

形
成
さ
れ
て
来
た
経
世
家
の
薦
は
一
地
域
知
る

い
：は
'一
_

の
経
済 

的
绝
展
と
極
め
て
裏
に
結
び
つ
い
.て
い
た
：土
理
解
此
来
る
。
€
れ
故
同
睁
代
：
 

人
で
^

?で
も
、

(

直

接

讓

の

響V

奮

思
想
形

成

の
：

#.
で

あ

石1「

地

域
_

:ぁ
る
ぃ
は

：
ー
藩
の

_

1

1

異̂
に
す
石
に
従
プ
て
、
.ぃ
：ち
じ
る
し1-
:

相
異 

江
戸
時
代
経
世
済
民
論
の
：

—*
考

察

.

.,

を
思
想
内
容
に
あ
：ら
わ
し
.て
来
る
。
勿
論
そ
こ
：に
は
同
時
代
人
と
し
て
共
通
の 

思
想
の
在
り
方
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
る
が
、
各
々
の
.思
想
家
に
み
ら
れ
る
思 

■

想
的
特
質
ば.、
そ
'0
宴
と
な
る
経
済
的
発
展.の
差
異
、
そ
れ
に
対
す
る
具
体 

;'
的
な
認
識0
相
異
私
ょ
：
？
て
生
み
出
さ
れ
た
。

U
か
し
、
；
文
化
の
交
流
が
盛
と 

な
^

v

>
故
流
通〈

交
通
網
がi

す
る
に
従
っ
て
、'経
済
圈
が
妣
大 

ざ
れ
、
地
域
差
：や
各
地
域
の
.封
鎖
性
が
打
破
解
消
さ
れ
は
じ
め
る
と
共
に
、

一
 

'
地
域
乃
至
一
藩
巢
位.、に
形
ぬ
さ
；れ
た
思
想
は
、
次
第
に

.、
f

一
 
国
を
つ
/
つ
む 

認
識
へ
と
拡
大
さ
れ
て
行
っ
た
。
概
し
て
い
う
な
ら
ば
、
経
済
的
発
達
が
連
れ 

:

て
い
る
藩
に
お
い
て
は、' モ
藩
を
中
心
•と
す
る
意
識
が
強
囿
に
作
用
し
た
思
想 

が
形
成
さ
れ
る'が
、；
経
済
の
封
鎖
性
が
打
破
さ
れ
、
経
済
圈
が

一

藩
の
単
位
を 

越
夂
て
拡
大
し
て
行
ぎ
ひ
経
済
的
発
展
の
よ
り
展
開
し
た
地
帯
で
は
入
藩
を
中 

む
と
す
る
意
識
は
薄
弱
と
な
り
、
へ
そ
れ
に
代
っ
て

-1
0

の
罾
_
が
よ
り
強,
 

な
形
を
と-?
.
:て
思
'a形
成
の
中
に.も
ち
こ
ま
れ
て
く
る
。
こ
の
事
は
単
に
水
戸 

，学
派
経
世
家
の
思
想
；に
限
ら
ず
、：
子
平
の
思
想
を
検
討
す
る
場
合
に
も

、
1
 

•さ
れ
て
は
な
ら
な.い
。
. 

.

子
平
の
経
済
思
撤
は'主と
し
て

• '，「上
書」

や
著
書
の
中
に
う
か
が
う
こ
と
が

.

(

注
ニ)

‘

出
来
る
ま
明
和1?:

.
(

一
 

七
：六
五)

.—
-一
月
、：

子
平
ニ
十
八
歳
の
^
^
台
藩
に
献 

t
た
'

T

富

国

建

■'
'

(

第

-*
上
書)

.
V 

:
こ
，の
土
書
は
仙
台
藩
の
藩
政
改
革
を
意
味 

:

す
を
九
篇
51
十
九
奪
■

(

学
政
、
：：武
備
、：
制
度
、へ：法
令
、：：
賞
罰
、
地
利
、：
儉

.約

.
' 

'
章
服
A
tf
o九
篇
、'
:こ'れ
ら
：の
麽
と
じ
：て
：存
寄
書
端.倪
、'存
；寄
国
政
め
ニ
.項
が 

あ
S

:.
:よ
：̂

_
藩
逮
重
®

献

じ

た
_h
書
。：

天
明
元
年
.

(

一
"七
八
一)

十 

■
ー.展
へ
子
平
阀
十
四
歳0
時
再
ぴ
仙
台
侯
杧
献
じ
た1
-第
1
:
1書
1(

存
寄
>
:
致



富
の事

：.

一：、-
霞

の

：事
；

t;

一、''會
致
^

煮
乾
海
風
乾
禪
之
事
、
^

'

歡
物
.
之
事
、'
'
"任
用
品
之
事
、：：
敗
政
.
の
：事
の
諸
事
^.
^

 

容
.
と
；す
る)
0
:.
'
'
'
'天
明
：五
年(

|
.
七
/\

五
.

)

+:j

月
、：f

f
#

四

ず

八

歳

：の
：

靡
：
y 

合
侯
に
献
じ
た「

貨
殖
存
寄
書
1-
-

:

«

ーー1
.上
書)

：

(

今 

^

と
肩
を
並
^

て
仕
手
胁
ど
相
成
候
て
大
货
殖
を
可
仕
存
免
書
1-
-̂
:

せ
ら
れ
て
お
り
、
&

鹿
仕
;*
;

の
事
、
大
產
嫁
と
し
；て

.©

品
、
漆
、'
桑
、
：楮
、:'
.

株
:-
: 

又
は
.
缴

辭
、，'
歡
>

:

馬
の
，.事
.
、
.
.
'小
産
物
十
七
品
,.

破
.山
；の
.事
、，..
.細
.
ヱ
物
.；.の
.
事
、
 

国
産
と
楮
帶
の
.事
、
猪
幣
事
略
、
結
ぴ
ょ
り
成
つ
て
い
る)

：0
,「

富
国
策」

0

,
お 

ょ
び
.天
明
六
年(

|

七
<

六)

：
脱

稿

”

天

明

七

年

第

一

巻

出

版

、

.
：■寛
政
.三
年(

一'

七

九

.
一

 

>

 

仙

台
に
て
板
行
を
完
了
し
、
そ
れ
に
依
っ
て
敷
居
禁
固
を
.
命
ぜ
ら
れ
；

た
主T

普

「

海

国

兵

談」

第

十

六

巻

略

書

(「

略

書

は

文

武

相

兼

て

国

家

を

'経

済

し 

食
を
.
足
兵
を
足
の
義
を
言
て
.
大
将
：の
心
得
V

し
：て
足
の
.
心
帥
ド
ス
ー

.

と

子

平

自. 

身
の
記
し
て
い
な
部
分)

中
の
記
事
、
.

等

，に

散

見

さ

れ

.
る
。「
子
平

の
経

^

思

想
 

は
主
と
し
て「

上
書j

.
'
:

と
い
ぅ
形
式
で
、

策
を
献
言
し
た
中
に
示
さ
：れ
て 

い
る
た
め
に
、
必
ず
し
^

!

理

的

に

整

然

と

し

た

も

の

と

は

い

い

.，え

な

い

が

、

仙

合
藩
の
擺
情
を
®

尽
と
し
て
■

さ
れ
た
._

策
と

し

て

は

注

目

す

べ

き

所
 

論
を
ふ
く
ん
で
い

る

と

■い

い

え

ょ

ぅ

。

'.

■

(

注一

ふ..
林

子

平

の

生

涯

.，を

略

記

し

て

お

く

 
0.

子
平
の
名
は
友
直
、
六
無
斉
と
号
し
た
。:

元
文
三
年(

T

七
三
六)

六
.
月
一1 

.

十
一
日
江
戸
小
石
川
小
日
：向
水
道
町
に
生
る
。
父
は
.
岡
村
源
：五
兵
衛
良
通
、

母

は

旗

本

青

木

久

三

郞

喜

治
：：

の

三

女

、.子

平

は

そ

の•次
'
男

。.
父

は

幕.麻

の

小.

- 

六
：'
;

(

四
.四 U

)

.

:

納
ー
尸
兼
書
物
奉
行
、
，元
文
五
年
七
ー
瓦
敗
あ

.
：.っ
て
士
籍
を.
脱
し
、
林
摩
詰
と
：
 

:

敗
称
：し
常
陸.
に
：流
浪
し%
.子̂

の
兄
弟
は
叔
父
林
從
吾
，に
狻
わ
れ
た
0.

寛 

保1

一
.

一
年
姉
.'.(

次
女)

i

:

が
：仙
ム
ロ
侯
宗
村
の
侍
女
と
な
り
、
延
享
四
年
宗
村
の 

.

侧

華

と

な

す--
お
猜
の
一
方j

と
称
し
た
。
寛
延
；一
一
年
林
従
；吾
仙
合
藩
の
藩
医 

と
：な
っ
た
。
ぐ
宝
曆
ニ
年
林
従
吾
歿
し
、
長
男
嘉
膳
が
仙
含
藩
の
祿
を
ぅ
く
。 

同
年
父
摩
誰
江
一
斤
に
も
ど
り

「

笠
翁
1-
と

改
称
し
た
。
.莖
曆
六
年
兄
慕
膳
は 

祿
百
五.
十
右.
を
給
さ
れ
仙
合
藩
士
：と
な
る
。
同
年
五
月
仙
合
候
宗
村
死
去
、

-1
お
清
の
方.」 .
は
月
智
院
と
改
め
、
宗
村
の
菩
提
を
弔
ぅ
。
子
平
は
兄
嘉
膳
お 

.
ょ
び
家.
'族
共
：に
仙
合
に
移
り
、
藩
の
学
問
所.「

養
賢
堂.」

' 
に
入
学
し.
た
。
子 

.

平
ば
仙
台.
藩
領
を
踏
査
^
た
°
衆
曆
十
一
一
.
年

月

智

院

逝
去
、
子
平
塩
寵
の
神 

社
祠
官
と
£'
り
、
.'
::や
が
て
東
奧
第
ー
'の
国
学
者
藤
県
式
部
知
明
之
相
知
る
。.

. 
'明
.̂
1;
年
子
平
仙
合
藩
の
改
革
を.
意M

し
、
九
篇
五
十
九
条
ょ
り
な
る
建
白 

書「

富
国
建
議4  :(

第
一
上
書.
を
藩
主
重
村
候
に
献
I*
た
。
父
笠
'翁
は
す
で 

:
に「

儀
式
考J

十
巻「

仙
合
鬧
話」

.「

続
仙
台
閛
蕭J  ,

等
：を
著
し
、
明
和
四
年
六 

'月
、
:'
:
六
十
八
歲
に
て
致
し
た
。.
明
和
四
年
子
平
は
：江
戸
に
出
そ
、
エ
藤
球
卿 

.〈「

赤
锻
夷
風
説
%
1—
0.
著
者)

と
親
交..
あ
り
、；：多
大
の
影
響
を
,̂

け
た
。_
 

卿
は
■後
に
-1
海
国
兵
談
1—
:
の
序
文
を
書
す
'0:

又
桂
川
甫
周
と
も
交
わ.
っ
J
o

# 

.
周
は「

三
国
通.
覚
図
説」

の
序
文.
を
書
す
。
安
永
元.
年
、
子
平
三
十
五
歳
の 

時.
、
：
ー
時
仙
合
、に
‘か
ぇ
り
锻
夷
に
赴
き
、
安
永
四
年
子
平
は
長
崎
に.
遊
び
、

.
，'長..
崎
の
商
館.
長
：K
T.
レ..V

ト
•，ゥ
，H

ル 
'''へ
バ
ィ■.
ト：

と.
逢.
い.
、ぐ
世
界
地
図
を
模
写. 

し..
た
。
天
明
元
年
十
4:
月

、
，
子

平

は

仙

合

藩

に

.「

第
1:
1
書

を

献

じ

、
.
経 

世

済

良

を

と
.
い
た
：。
.
天
明
五.年

R

一1国
逋

覽

図

：説1_.
稿

な.
り
、

翌
六
年
江
古

.

な
ぉ
子
平
の
^
富
国
策」

「

上
書
三
篇J.
は「
日
本
経
'済
大
典」

第
二
〇
巻 

に
収
め
ら
れ
て
^
り
々
滝
本
誠
：1
氏
の
子
莱
'の
伝
記
と
簡
¥-
な
る
解
説
が
ぁ 

.

—

。
学
蔵
会
編
メ
へ
皇
学
蔵
書
第
ー
細
く
第
^
姬

と

し

ャ

^
林
子
平
全
集」

第 

一

テ

，及
.び
：事iT

蓉
處
m
本
饒
：氏
を
校
訂
者
と
し
へ
芊 

い
る
。

(

昭
和 

一
：
八

年

お

よ

：
び

—-
:
九̂

,
坐

：
活

社

)

。
ラ

第

T
#

に
：
、
は

灌

法

戦

略

、

典

策

問

十

，に
て.板
行
し
た
:0
天
明
五
年
十
ー
月
、
—1
第
兰
上
書」

を
仙
合.
藩
に
書
し
た
。
 

.
天
明
六
年

海̂
国
兵
談」

：脱
槁
し(

、

翌

七

年

「

海

国

兵

談'-
第

一^
の
概
， 

な
り
、
寛
政
彐
年
四
月
、
：他
台.
に
て「

海
国
兵
談」

の
板
行
を
完
成
し
た
。
. ' 

し
か
し
幕
府
に
ょ
り
没
取
さ
れ
、
寛
政
；四
年
五
月
：兄
の
仙
台.
邸
に
■
©
禁
© 

の
身
と
な
り
、

|

翌
宽
政
五
年(

一
セ
九
ー
6
六
月-
ー
十
一
日
a：
十
六
歳
：に
て 

一
歿
し.
た
。

(

法
ニ)

.
林
子
平
の
伝
記
的
研
究
は
今
日
ま
で.
若
干.
こ
れ
を
み
る
こ
と
が
出
来.

る
フ
裥
ぇ
ば

ぺ̂
長
田
偶
摒
著

林̂
子
平
卜
ハ
明
治
ニ
九
年
ノ
裳
華
房
^
徳
川 

:11

一
首
年
史
下
卷
所
収)

、
永
田
衡
吉
著
：

r

林
子
：平
1--(

昭
和
ー
八
年
，
大.
0'
本
：
 

雄

弁

会

.#
談
社〕

、：
真
山
青
果
' (

林
子
芊
め
父
、
林.
子
平
の
生
地」

乂
眧
和 
一

T  

.
七
年
、
真
山
青
果
随
筆
選
集
所
収)

等
が
あ.
る
が
、
：.子
平
の
：経

済

思

想

に

関

. 

:
し
て
独
立
し
た
研
究
：は
楹
め
；て
少
'い
0今
日.
'ま
で.
最
%
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
、

へ
本
芘
栄
治
郎
氏：

の)「

林
子
平
の
経
済
思
想」

(「

経
済
論
叢
1-
第
：m
5
第
：

1  

'
昔
'
昭
和
一
、六
年
一
爿
哥
、
ま
に
吧
和
十
七
年
出
脲「

日
本
経
罾
日
心
罾
^
矹 ヾ

贫J

に
所
収
さ
れ
て
い
るy

を

お

い

：
て

感

、
に
：
な

，
い

0.
本
座
氏
の
：研
免
.内
容
は 

,
;
1、
緒
言
、'1

-

敗
治
と
経
済
、
三
、'-
諸
候
の
窮
乏
、.
四
、:;
武

士

階

級

論
 
>
へ 

五
、
殖
産
興
業
論
、
六
、:'
,颔
礼
論
、'七
、
町
人
論
、
''
八
、
貴
穀
敦
貯
穀
論
、

九
.、
結
言
の
れ
項4

の
論
述
ょ
.り
な
っ
て
お
り
、
字
平
の
轾
済
思
想
身 
一
-*
つ 

--
.の
上
書
、
海
国
兵
談
第
十
六
卷
等
の
所
説
：を
中
：心
と
し
：て
叙
述
レ
た
も
の
で
、
 

.や
；や
併
列的
：：

に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
不
十
分
さ
は
あ
る
が
、
ソ
ず
ぐ
れ
た
研
究
と 

-
し
て
：子
平
の
経
済
思
想
の
全
貌
を
ぼ
ぼ
論
じ
：，つ
'
.̂
;

さ
れ
.て
：い
：る
>
言
'っ：て
良
：：

• 

I
V 

. 

■

:■
■
■
■ 

.

.

へ
.■

:

江
戸
時
代
経
世
済
民
論
の
一
考
察
;.

,
:
:
:
.

五
：条
、
'1
'
兵
策
問
、
：具
策
問
洛
、
';
海
国
兵
談
:>
卩

-1
:
之
.覚
、
和
蘭
船
図
説(

天
：
 

:

明
.版)

、
同
-'(

寛
政
版
：

)
「

を
：収

- &
、
：
：
第

、
ー

ー

巻

に

は

富

国

建

議

.バ

第

：
ー

上
*)
、
.
- 

.第
ー
—-
:上
書
、：
貨
殖
：存
寄
書
：8:
:三
”上
書)

、
:富
国
策
、
：
父
.兄
訓
、
.
学
則
，
三
国 

'通
^
因
説
、
评
碑
、：'
.道
中
誌
、

-0
記
断
片
、：
^
誌
、-:
:
:日

月

の

犬

小

、
|>
<
!
豊

変

■■
■
■:換
術
、;:
::
1一1

国

逋

覧

因

説

附

図

：を

.
収

む

。
 

：.

.

_

四
ン

::

子

平

を

し

て

：「

羅

国

兵

談

^

を

は

じ

め

- ^
軍

法

戦

略

ち

运

策

問

十

瓦

き
 

「

兵

策

問

」
「

兵

策

問

答

|—
等

の

兵

学

に

関

す

る

著

作

を

ぁ

ら

わ

し

め

、

又

一

二

两 

匕

わ

た

^

仙

合

侯

^
上

書

を

:献

ぜ

; ^
め

経

世

済

識

を

逾

：べ

：さ

せ

る

に

至

.
っ

た
 

直

接

の

動

機

は

、
' 上
一
へ
方

に

ほ

海

外

事

情

を

認

識

す

々

に

従

^

、

.;
外

寇

の

危

機

が

、
 

#
近

；に

迫

り

.つ

.つ
：ぁ

る

£ 1
と

に

対

す

る

脅

威

感

、

:
.
そ

れ

に

学

る

防

禦

の

必

要

- 

で

あ

.る

と

"い

ぅ

事

実

で

あ

り

、
'
他

奮

藩

た

る

仙

合

藩

の

政

治

的

貧

困

と

財

政
 

ノ

的

||
'

^
の

事

実

' 
そ

れ

に

対

ず

る

激

済

策

が

：必

要

で

あ

る

と

い

3
認

識

と

で

あ
 

っ
：
た

。

，前

" ^
に

関

し

犮

は
 

> 
子

#

把

読

書

に

ょ

り

外

鼠

に

対

す

る

知

I

鏤

得
 

;し

た

0 ,
み

戀

':
<
、

..

.北

ば

媲

夷

の

地

を

尋

ね

>
:南

ば

長

崎

の

地

に

.遊

ん

で

.、

：ロ 

シ

■ャ

や

ョ
：
丨

：
：
ロ

；
ッ
：

>>
諸

国

办

：事

情

：に

精

通

す

?:
.
-;
.と

が

出

来

た

。

し

か

も

日

本

.

:

七

バ
四
四
ー6

.



は

.四面
海
に
が

.

g

ま
れ
て
い
る
。
日
本
は
海
国
な
る
が
敌
に
、
海
周
相
当
の
武 

'備が
あ

：
る
，こ

と

を

謹

：し
、
：
そ

れ

を

：
，

「

海

国

に

展

開

し

た

0

..
海

国

で

あ 

'る日
本
の
武
備
は
外
寇
を
防
ぐ
術
を
知
る
こ
と
が
急
翁
で
あ
り
、
外
寇
を
防
ぐ 

傭
は
：

「

水
戦J
に
；あ
り
、
そ
の
要
は

「

大
鎌」

：
に
あ
：る
。
此
ー
ー
つ
を
能
ぐ
調
度 

，す
る
こ
と

が

！
n.

本
の

■武備
の

中.心.で.ある
こ

^
.
を
主
張
し
：•
た

.0:..

玄
し
.
て
諸
外
国 

の

.国
は̂
古
：の
そ
れ
と
相
違
し
、
日
本
に
と
マ
て
.まこ
と
：に
|
^なら
ぬ
^
態 

に
な
ヮ
て
い
た
>み
た
。「
日
本
は
朝
鮮
琉
球
夷̂
此
三
国
と

#を
接
へ

.候得
:' 

は
万一

此
国
々
よ
り
不
意
に
変
，を
生
し
候
節
練
切
た
る
兵
馬
を
押
が
け
ら
れ
候 

は

k日
本
は
破
竹
の
如
く
崩
れ.可如
1̂_
と
。
か
く
の
で
と
く
外
寇
の
危
機
を 

認
識
し
、
そ
れ
の
防
禦
に
心
を.く.だく
子
平
と
、
本
多
雜
獅
ゃ
水
戸
学
派
経
肚 

家
が
感
じ
た
外
国
に
対
す
る
危
機
観>は、
あ
る
意
味
に
お
い
て
相
通
ず

る
も 

の
が
あ
っ
た
と
い
い
ぅ
る
の
で
あ
り
、
：
.こ
の
点
を
一
つ
の
契
機
と
む
て
経
世
済 

届
論
を
展

_し
て
行
っ
た
子
平
等
の
所
論
は
徳
川
^
^
よ
り
中
期
に
至
る
経
世 

家
の
所
論
と
、
そ
の
成
立'のた
め
の
前
提
的
条
件
を
や
や
異
に
す
る
所
以
：で
も 

あ
っ
た
。
こ
の
よ
ぅ
に
外
速
の
危
機
の
認
識
、
武
備
の
必
要
、
そ
れ
を
可
能
な



ら
し
め
る
た
め
に
子
平
は

「

国
を
富
せ
人
を
富
ス^」

を
主
張
し
た
。

「

/i
n此 

国
を
富
セ
人
を
富
ス
辦
を
演
説
す
る
も
武
を
張
べ
き
為
の
事
也
、
何
程
国
君
よ 

り
^
^
^
て
も
亦
は
人
々
心
八
丈
に
武
を
好
て
も
貧
乏
な
れ
ば
武
を
張
ル
事
は 

不
成
也」

と
。
こ
こ
よ
り
子
平
は

「

富
国」

へ
の
政
策
を
樹
立
ずる
こ
と
の
必 

要
を

|
1
^
し
て
行
っ
た
の
で
城¥

子
平
は
封
建
制
下
に
お
け
る
諸
侯
の
窮
乏
化
、
と
く
に
仙
台
雜
の
窮
乏
化
の 

事
実
に
注

@し
、
政
治
の
貧
困
の漁̂
を
う
れ
え
た
。
仙
台
藩
の
財
政
窮
乏
の

.

.

.
 

八

.

(

.四
四
四)

:

原
因
は
.

「

江
一
丹
屋
敷
と
江
一
尸
奥
方
と
江
戸
の
音
信
赠
答
と
、
.此
三
つ
の
費
夥
き 

こ
.と
、に
て
^

^」

.：去
い
い
、
ゾ
さ
ら
に

「

御
手
伝
計
に
て
も
大
：に
痛
と
成！^

 

と
、，
こ
の
吗
つ
；0
浪
費
を
あ
げ
て
い
る0「

惣
し
て
当
時
は
あ
^
き
營
多
く 

宜
敷
風
俗
は
.一
.向
無
御
疆J:

と
い
：う
有
様
で
あ
る
 

> 
こ
の
_

よ
り
^
却 

し
、
財
政
I

'を
解
決
す
る
具
体
的
なi

策
が
、
こ
こ.に
必
要
視
さ
れ
て
来 

る
所
以
で
あ
り
；、
如
何
に
し
て
貧
国
を
し
，て
富
_
な
ら
し
め
る
か
、.
外
夷
に
対 

-

す
る
武
備
を
完
備
す
る
た
：め
に
如
何
に-*
国
を
富
有
な
ら
し
め
る
か
の

「

富
国」 

:

の
.問
題
が
子
平
の
経
世
済
民
論
の
中
心
に
位
置
さ
れ
、

'.
..意
識
さ
れ
て
来
た
の
で 

ぁ
る
0
'

•

.

:

•

子
平
が「

経
済
1_
へ‘を
論
ず
る
時
、ノ
当
時
の
：

1

へ
般
の
経
世
家
の
場
合
と
同
様
に 

T

経
済
1-
と
は「

経
世
済
民
|—
の
意
で
あ
り
、「

夫
経
済
ト
ハ
経
邦
済

51

と
て
経 

ハ
筋
道
の
事
、
邦
ハ
国
也
国
に
筋
道
を
附
ル
を
経
邦
ト
云
也
済
世
ト
ハ
済
ハ
.わ 

た
す
事
に
て
此
を
彼.に
镀
し
、.彼
を
此
に
遺
ス
事
也
世
ハ
世
の
中
也
、
世
の
中 

、の
人
の(

す
ま
び
#,
キ
様
に
世
話
す
る
を
済
世1
^
-&
-」

.と
い
う
。
政
治
を
行 

う
に
は
次
の
こ
と
に
注
意
す
る.必
要
が
あ
る
。，「

先
政
を
致
し
候
ニ
は
時
と
俗 

と
地
利
と
を
能1

候
而
時
に
も
よ
ろ
し
く
地
利
を
も
遺
し
¥

様
に
仕
り
扨 

其
上
.ュ
而
法
度
号
令
を
.厳
に
仕
り
一
，度
定
申
候
提
.を
は
い
つ
ま
て
も
変
せ
ぬ
様 

ニ
下
た
迄
も
よ
く
合
点
仕
ら
せ
奢
侈
を
禁
し
て
i

仕
ら
さ
る
様
ニ
い
た
し
士 

を
励
し
候
て
武
道
を
盛
，-

1 .

仕
上
下
よ
く
合
鉢
致
候
て
国
中
之
士
民
天
下
ニ
我
国 

ニ
勝
れ
る
国
は
無
物
な
り
と
思
ふ
様•二
仕
向
候
を
政
之
達
人
レ̂
艇」

と
。
又 

「

海
国
兵
談」
:-
に
は
経
済
の
大
略
、
国
家
を̂
^
す
る
の
要
と
し
て
九
項
因
を 

あ
げ
て
い
る
。「
食
貨
、
.礼
式
、
学
政
、
武
儀
、
制
度
、
法
令
、
贏

、
地
理
、

(

注

一

三)

出
歲
1_
.の
九
項
P
で
あ
•今

.と
め

九

項
！：：！

に
.関

し

簡

単

な

る

説

明

が

見

ら

れ

る 

が
、
と
く
に
第.一
の
...

「

盒
貨」

に
0
い
て
は
.—1
夫
1/
人
、
食
無
レ
.ば
死
し
、
貨 

無
レ
ば
物
を
通.ス
ル
事
不
能
、
此
故
に
金
貨
をi

の
第
一
：とm

j

と
い 

い
、
経

済

の

第

一

項
！！！I

に
あ
げ
て
い
る
。
又
、
第
八
の

「

地
理」

ン
に
，つ
い
て
は 

「

地
理
と
は
国
の
寒
媛
、
地
ノ
厚
薄
、
山
、
沢
、
河
、
海
、
高
下
、

r
湿
の
差 

別
ヲ
細
ニ
察
シ
テ
寒
暖
厚
薄
山
沢.河
海
高
下
卑
湿
の
利
を
不
失
、M
土
も
空
ク 

捨
置
さ
る
様
に
夫̂

の
手
あ
て
を
為
て
地
の
利
を
尽
ス
事
也

〗

.と
、
こ
れ
は
国 

産
を
制
す
る
子
平
の
重
要
な
る
提
言
と
関
連
す
る
。
か
く
て

「

此
九
ッ
.

ハ
経
 ̂

の
大
趣
意
也
、
経
済
は
武
備
の
根
本
、
武
備
は
経
済
の
輔
佐
な
り
と
合
点
ず
ベ

C

注一

六)‘しし
と

0さ
ら
に
子
平
は

「

金
銀

1_
が
貨
殖
の
た
め.に重
要
な
る
意
味
を
持'つ. 

て
い
る
事
を
指
摘
す
る
。.

r

経
済
の
筋
目
揮
々
有
之
候
得
共
、

日
本
当
時
の
経 

済
、
金
銀
ょ
り
先
な
る
は
無
御
座
候
、
.尤聖
人
の
道
に
も
利
用
厚
生
を
先
と
仕•
 

り
又
礼
記
の
王
制
に
も
経
済
の
割
形
を
悉
く
申
候
得
ば
兎
角
金
穀
の
富
を
致
候 

は
国
家
第
一
の
政
事
に
て
御
座
候
得
共
其
富
み
を
致
す
に
®

と
人
情
と
を
知 

て
術
を
施
し
候
事
肝
要
の
事
に
奉
存
候1—
と
述
べ
、
；
第
一
一
.
及

び

第

三
上

書

に
お 

け
る
楮
幣
の
制
の
献
言
と
な
つ
て

い
る

0—1
開
国
産」

と「

_幣」

の
制
と
が
相 

合
致
し
て
経
済
は
そ
の
内
容
を
充
実
し
、

「

富
国
，

」

へ
の
道
が
開
か
れ
る.の.で 

.ある
0
•

'

'

.

-
 

'

.

か
く
て
、
子
平
は.一.国
を「

富
有」

な
ら
し
.め
、
；藩
財
政
を
建
て
直
す
_た
め

、d&
一、〕

.

の

.

「

致
富」

の
具
体
的
な

®
策
を
開
陳
せ
ざ
る
を'え.なノい
。
こ
こ
に

F

金
貨」 

「

地
，理」

を

.中心
と
し
て
子.平が
....

「

経
世
策

1_
.を献
ぜ
ざ
る
を
え
な
か
ハ
？
.た
必
然 

性
が
あ
り
、
さ

ら

に

「

金
銀」

の
問
題
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
か
マ
た
理
由
が

あ
っ
た
。

子
平
の
具
体
的众「

富
国」

に
関
す
る
§

策
の
内
容
を
み
る
こ
と 

と
す
る
。(

注r

九)
「

人
の
世
に
五
難

1

あ
る
い
は「

大
物
入
成
事
五
ッ

」
が
あ
る
。
そ
れ
は

「

饑 

謹
、
軍
旅
、
：
水
難
、
火
難
、
病
難

」

の
五
難
で
あ
る
。
そ
の
上
に

「

ナ
€
の
御 

身
の
上
に
公
儀
よ
り
被
仰
貧
御
手
伝

」

の
，負
担
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
の
五
難
、 

と
く
に
饑
轉
水
難
、
火
難
、
病
難
の
四
難
は
交
々
到
来
す
る
も
の
で
あ
る
。 

「

此

_を
致
ス

■事：.

1;

国
一
，
郡

を

領

す

る

人

第

r

の
心
懸
な
り

」

。
不
慮
の
允
め
の 

、備
を
完
全
に
す
る
と
七
：は
常
々
心
が
け
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
：
と

で

あ

り
、
 

「

其
心
懸
と
て
別
の
物
に
も
あ
ら
ず
、
金
穀
の
ー

(

f
r
ぎ

' 

(

海
国
兵
談

〕
「

彼

是 

不
慮
の
御
傭
の
為
に
人
し
ら
ず
金
子
を
椿
置
候
て
変
に
備
へ
申
度
#
!
^

」
(

第 

.一一
上
書

)
「

：
：
：
大
饑
鐄
の.至る
べ

..
き
'年
教
近
震
歟
と
奉
存
候
是
に
篇
て 

も
金
殼
の
御
政
囊
油
断
有
間
霜
時
節..
に

®
^

」c

第
一
一
上
書

)

。

こ
の
四 

難
の
懂
の
た
め
に
は

「

金

#1_
，
を

十

分

に

貯

え

る.
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

「

此

(

注
ニ
四

)

■

一
：
一
ッ
ヲ
貯
ル
法

」

..は
何
で
あ
る
か
、
徂
徠
、

：

春
台
以
来
種
.々
説
を
為
し
て
来
た

. 

が
、'世
が
奢
侈
と
；な
り
懦
弱
に
な
っ
た
た
め
に
：

「

身
を
苦
メ
て
i

j
を
な
す 

こ
ど.
が
出
来
ず
、
不
経
済
に
なっ.
た
仁
と
を
改
め
る
こ>-
、
す
な
■わ

ち「

身
を 

.苦
メ
て
儉
約
を
：勘
さ
れ
ば
金
穀
を
貯
ル
程
の
手
隙
は
致
サ
レ
^

^

」

、
か
く 

の
ご
と
く
儉
約
を
行
ぅ
な
ら
ば
.

「

如
何
な
る
不
経
済
も
取
直
し
金
穀
を
も
貯
て 

始
て
武
を
張
ベ
し」

と

。

金
榖
の

■•
一
つ
に
関
し
て
は
、
当̂

一
 
蛟

に「

穀
を
賤 

じ
文
金
を
貴
フ.！
風
習
の
あ
る^
と
.に
対
し
て
、
貴
穀
賤
金
の
思
想
を
展
開
し

-
is
:.
. 
. 
/
 

..

て
い
る
:?
此
の
場
合
穀
を
貴
ぶ
：こ
と
は
、
穀
物
の
も
：つ
饑
髏
、
兵
乱
時
の
使
用 

価
値
に
靈
を
お
い
，て
の
、当
時
の
：：

I

般
の
考
え
方
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

江
戸
時
代
経
世
済
民
論
の
一
考
察

九(

四
四
五)



金
銀
を
第
一
一
番
の
物
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
本
積
極
的
に
否
^
し
て
い
な
い
点 

に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
非
常
の
場
合
に
：あ
っ
て
は
穀
を
重
視
する 

が
、
也
而「
金
子」

を
挢
置
く
こ
と
に
よ.っ
て
備
を
為
す
こ
と
を
も
あ
.わ
せ
て 

主
張
じ
r，
い
た
。

'

*

.

さ
てI

国
を
富
す
の.
%
政
事」

は
密
接
な
る
関
係
を
も
つ
ニ
つ
め
政
策
に
よ 

り
実
施
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
第
ー
は
，国
産
の
奨
励
で
あ
り

•、
第〗

一.は
金 

銀
に
関
す
る
妈
置
で
ぢ
る
。
こ
の
ニ
：つ
の
政
策
が
相
合
し
て
：，

「

富
国」

の
実
を 

あ
げ
ぅ
る
も
の
で
あ
る
.。

. 「

よ
く
地
利
を
取
立
候
は
大
一
一
国
之
富
と
成
候
事
ニ
而
御
座
候

」
「

土

¥

匸
多

(
注
三o

き
は
国
之
益
と
な
り
、
土
産
之
無
は
国
之
揖
に
て
御
座
候

」

と
>「

地
利
を
取

<  

注

 II 〕

ニ)  

1,

立
て
る
と
と

J
n
:

「

地
利
を
尽
す

j

こ

.とが「
国
の
富J  
.
と
な
る
と
い
ぅ
こ
と
の 

認
識
で
あ
る
。

「

地
利
を
尽
す

」

と
は「

土
地
よ
り

'4
1
'し
て
人
之
利
用
と
成
候
物 

共
を
遺
さ
す
収
用
ゆ
る
襄

II

而
御
座
候

」

で
あ
り
、
当
時
の
儒
者
の
理
論
と
同 

.様で
あ

り

."
そ
れ
を

.十分

.にす
る
た
め
に
：は.

「

術」

.，を
要̂
と
す
る
。
子
平
が 

以
て
範
と
す
る
国
産
の
多
き
藩
は

「

薩

州

..
備
前

,備
中

.四
国

.肥
前

.
上 

総
下
総

.紀
州

.遠
州

.南
部

.会
津

•米沢」

で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
皆
土 

地
相

の̂
物
産
を
仕
立
て
て
、
：
富
国
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て

仙
合
髒
は

fi
l
l 

台
榖
や
，馬
を
除
い
て
全
く
国
産
を
欠
い
て
.いる
国
で
あ
る
。
自
藩
に
国
産
を
奨 

.励し
、
：
土

産

を

取

立
-てる
こ
と

..
の
必

.耍な
る
所
以
を
主
張
し
た
。
こ
の
場
合
ま 

ず
第
一
に
注
意
す
べ
き
は

「

土
地
に
は
南
北
寒
暖
の
差
別
御
座
候
故
、
.

I

様
に 

不
被
申
候
得
共
其
寒
暖
相/s
の
物
を
考
候
て
国
産
を
仕
立
候
が

よ

く

御
座

^j  

と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
れ
故

「

御
国
は
東
北
の
迈
地
ヒ
て
御
座
候
得
ば
妄
り
ニ

'
ー

〇(

四
四
六)

四
国
九
州
暖
地'の
物
を
移
し
候
て
仕
立
候
と
も
用%f
l
^ 6
J
で
あ
り
、
無
条
件 

に
、
無
思
慮
に
幽
国
の
も
の
：を
取
立
て
る
こ
と
は
不
可
で
あ
：る
。
寒
地
で
あ
る 

仙
台
の
.：国
産
と
し
て
、V次
の
諸
品
を
取
立
て
る
こ
と
を
勧
め
た
。
こ
：れ
は
仙
台 

藩

の

産

業
の

，発
展

と
の
関
連
に
.
お

い
て
考
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の小 

論
で
は
個
々
の
国
産
品
に
つ
い
：て
詳
述
す
る
余
裕
は
.な
い
が
、
そ
の
品
目
を
あ 

げ
れ
ば
次
のV 」

と
き
も
の
で
あ
る0.寒
地
に
負
け
ぬ
品
と
し
て
漆
、
桑
、
格
の 

三
木
と
秣
を
植
え
、
、織
、
.：生
糸
、
紙
、
馬
を
生
産
す
る
。
海
産
物
と
し
て
煮
乾 

海
鼠
乾
飽
、.す
な
わ
ち「

俵
物」

の
生
産
、
鰹
節
、
乾
鰯
、
塩
鰹
、
.塩
赤
觸
や 

煙
、
紅
花
、
川！

r

 
..沢
瀉
、

(

黄
蓮
、
.蓮
肉
、
三
陵
、'真
綿
、
銅
"
鉛
、
鉄
、
銅
、 

遮
、'名
ら
に
細
工
物
と
し
て
柙
褂
、
.墨
、
扇
子
、
：
団
爾
、
控

、
紙
子
類
、
張 

抜細
！-T

 .

張
文
庫
類
、
：傘
、
：竹
細
工
：、
毛
簏
、
毛
細
工
、
烟
管
、
筆
、膳
椀
、其 

他
漆
細
工
、曲
物
類
、陶
器
等
の
国
産
品
を
あ
げ
て
、
そ
の
生
蓖
の
増
大
を
奨
励 

し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
土
産
を
取
立
：て
る
に
際
し
て
注
意
す
べ
き
事
項
が
述 

ベ
ら
れ
て
い
る
。.ま
ず「

産
物
仕
立
候
二.は
古
き
事
な
が
ら
、
良
田
を
費
不
申
.、 

■良
夫
.の
力
を
用
不
申
候
而
只
捨
地
と
婦
女
児
等
の
力
に
て
仕
揚
候
事
産
物
を
司

c

注
三
七)

り
候
者
の
眼
の#
所
に
て
御
座
候」

と
い
ぅ
事
で
あ
る
。'.
桑

、
漆

、
.
楮
の
ー
ニ
湩 

は
良
田
で
は
な
く
捨.て
地
を
利
用
し
、
良
夫
の
力
に
ょ
ら
ず
婦
女
子
の
労
力
に 

ょ
っ
て
行
わ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
'良
田
、
良
夫
の
力
は
米
穀
の
生
産
に
向
け
ら 

る
べ
き
で
あ
る
。.こ
れ
が
逆
に
な
る
と

T

宝
貨
は
通
用
し
て
賑
ふ
様
な
れ
と
も

(

注
三
八) 

•

.

五
穀
不
足
に
成
て
犬
に
不
好
事
也

」

と
い
ぅ
事
が
起
っ
て
来
る
。
土
産
を
取
立 

て
る
襄
が
、.米
穀

生

産

に

対

し

.-て

あ

く

ま

で

従

と

な

っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。 

さ
ら
に
細
工
物
は-1
士
凡
諸
陪
臣
町
人
宿
守
之
隠
居
婦
女
等
に
救
て
製
作
い
た

c

注
三
九〕

■

さ
せ
る」

の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
.

も
良
夫
の
力
を
用
ぅ
る
こ
と
を
さ
け
て
い
る
0

.

. 

C

注
四0

)

「

と
か
く
工
人
の
多
き
は
国
之
益
と
相
成
申
候

」

と
は
い
ぅ
が
、
し
か
し

「

商
人 

ニ
而
工
人
を
御
仕
立
候
て
は
何
の̂
!
に
も
成
}̂
申
候」

'と
い
い
、商
人
に
支
配 

さ
れ
る
工
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
生
産
は
商
人
0-
.益
と
は
な
る
が
、
国
の
た
め 

に
益
と
な
ら
ぬ
事
を
い
い
、.当
時
の
細
工
物
の
生
産
の
'在
り
方
と
関
連
し
て
興 

味
あ
る
着
眼
で
あ
る
。
此
様
な
制
限
を
附
し
つ
つ
も
、
土
産
を
取
立
て
る
こ
と 

に
よ
っ
て
、
生
産
物
を
豊
か
に
す
る
事
が
出
来
る
。

「

右
の
通
-

1 :

而
地
利
之
事 

大
概
残
り
申
間
敷
如
是
被
成
置
候
は
前
之
利
は
見
へ
申
間
敷
候
得
共
三
四 

之
後
よ
り
次
第
ニ
験
、ゾ
相
見
得
可
申
候
且
永
々
御
国
之
御
利
益
と
相
成
候
事
ニ 

而
有
之
候
は
何
卒
此
地
利
を
は
御
取
立
可
被
成
置

i
」

と
。

.

,
 

さ

て「

貨
殖」

は
国
内
に
お
い
て
土
産
を
取
立
て
る
こ
と
、
国
産
を
盛
に
す 

る
こ
と
を
根
本
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
未
だ
十
分
と
は
い 

い
え
な
い
。「

其
品
は
土
産
を
取
て
他
国
へ
廻
し
候
は
他
闺
の
金
銀
手
前
へ
A 

申
候
、
又
諸
物
■を
他
国
よ
り
貿
入
候
時
は
手
前
之
金
銀
皆
他
国
に
ぬ
け
出
可
申 

候」

と
、
あ
る
い
は「

何
卒
御
国
に
て
も
日
本
中
へ
行
渡
り
候
程
の
太
産
#1
.を 

四
五
品
取
立
申
候
て
他
邦
の
金
銀
を
御
国
へ
取
入
御
国
中
を
潤
沢
に
仕
り
人
 々

衣
食
を
足
し
申
度
馨
候

」

と
、あ
る
い
は「

貨
ii
仕
り
取
集
め
.て
見
候
処
、取 

も
直
.さ
ず
御
国
中
の
金
銀
に

〕

て
御
座
候
得
ば
、■上
御
一
人
の
！
^
に
は
相
成
候 

得
共
さ
し
て
御
国
中
の.益
と
申
候
筋
に
相
成
不
申
候

…
…

上
は
富
候
て
も
下
は.
 

愍
た
衰
微
可
仕
と
然
る
故
に
右
貨
殖
の
事
は
江
戸
及
び
他
所
に
於
て

： 

事
を
勤
め
候
て
他
邦
の
金
銀
を
御
国
へ
取
入
れ
候
工
夫
を
專
一

に
_

_

」

と
，。 

こ
れ
は
国
産
品
を
他
国
へ出
し
て
.、
そ
れ
と
引
替
に
金
銀
を
獲
得
す
る
こ
と
、

江

戸

時

代

経

世

済

民

論

の

，
一
考
察

そ
れ
に
よ
マ
て
国
が
富
む
と
考
え
、
あ
る
い
は
金
銀
に
よ
り
て
国
内
に
て
虫
産 

せ
ぬ
品
物(

薬
物
等)

を
購
入
し
て
国
元
に
送
.っ
て
便
宜
を
う
る
事
が
大
切
で 

あ
る
と
い
う
0
又
消
極
的
に
は
、
日
用
品
の
ご
と
き

「
多
く
他
所
仕
込
に
仕
候 

故
、へ
御
国
の
金
銀
は
年.々
他
所
へ
吸
取
ら
れ
申
候

」

の
ご
と
く
金
砠
を
心
ま
に 

出
し
、
又
木
綿
.の
ご
と
く
国
内
で
産
出
せ
ぬ
品
を
賈
付
け
る
た
め
に
多
額
の
金 

銀
が
流
出
す
る
こ
と.を
や
め
る
た
め
に
、'紙
布
と
紙
子
を
生
産
し
、
金
銀
の
流.
 

出
を
：と
ど
め
る
こ..と
が
出
来
れ
ば
、
.
そ
れ
だ
け
国
中
は
富
む
と
い
う
こ
と
が
出 

'来
る
と
考
え
て
、
子
平
は
，

「

富
国」

の
実
を
あ
げ
ん
と
し
た
の
：で
あ
る0
 

.右
に
見
た
ご
と
く
土
産
を
取
立
て
、
国
産
を
振
興
す
る
こ
と
が

「

富
国」

の 

根
本
で
あ
り
、
そ
れ
を
他
国
に
.送
り
て
金
銀
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
を 

完
成
す
る
こ
.と
と
考
え
て
い
る
亦
、
国
産
を
振
興
す
る
た.め
の
.
不
可

欠
の
条
件 

と
し
て「

金
銀」

「

貨
幣」

の
作
用
と
対
策
に
つ
い
て
の
考
察
と
、
政
策
樹
立
を 

子
平
は
重
要
なi

策
の
一
つ
1
し
て
取
上
.げ
た
。「

御
国
産
の
類
に
一
ッ
の 

工
夫
御
座
候
、.先
づ
近
来
段
々
御
究
迫
に
被
為
至
、
御
上
下
と
も
に
、
つ
か
れ 

苦
み
候
得
共
是
を
御
救
ひ
可
被
成
置
御
手
だ
て
砠
1
畠

員

、

只

楮

_

を
可
被
相 

行
御
用
意
専
一
と
l
^ l
i」

、r

此
度
の
大
工
夫
.は
御
国
産
ヲ
夥
敷
仕
立
候
て
其 

上-1

楮
幣
四
'十
万
両
制
作
御
国
産
と
楮
幣
と
仕
手
脇
と
相
成
候
而
打
返
し
く
 

御
国
益
ヲ
相
附
可
申
妙
慮
ニ
 
_
砠
1」

、「

御
国
さ
ん
を
夥
罾̂

立
矶
而
も
^
赂 

無
之
候
へ
は
i

薄
く
、
又
楮
幣
斗

：

四
十
万
両
出
来
候
而
も
御
国
さ
ん
無
之
候 

へ
は
是
又
御
益
薄
く
御
座

i
」

と
V第
二
及
び
第
三
上
書
を
中
心
と
し
て
国
産
と 

楮
幣
と
の
，関
係
を
叙
述
し
て■お
る
が
、.楮
胳(

紙
.に
.よ
り
つ
く
ら
れ
た
も
の
で 

は
なV

、

金
属
と
く
に
銅
に
て
生
産
し
、
そ
の
形
、
狢
行
等
に
つ
い
て
詳
細
な

一
一

パ
四
四
七)



る
説
明
が
あ
る)

を
四
十
万
両
発
行
し

(

楮
幣
が
金
錐
に
代
り
て
国
内
に
：流
通
：
 

す
る
た
め
'の
：諧
条
件
を
整
備
し
つ
つ
発
行.し
、：
流
通
；に
不
便
無
き
を
：.き
し
て 

、
い

る

ヌ-そ
の
^
^
に
よ
ス
て
'数
々
：の

塵
品
、
.
：細
工
物
等
を
残
ら
ず
藩
が
貿 

土
げ
る
0:;藩
専
虎
の
方
法
で
あ.る
。
そ
の
国
産
品
を
江
戸
に
開
か
：れ
て
：い
る 

「

仙
台
屋
1_
.に
送
り
こ
み
、.残
ら
ず
そ
の
店
に
お
い
て
売
渡
し
、
；
国
産
物
を
金
銀 

に
か
え
、.金
銀
を
獲
得
す
る
。
結
局
に
お
い
て
が
か
る
政
策
.の
実
施
^「

札
を
.
 

以
国
産
を
貿
で
他
国
べ
出
し
て
芷
金
に
す
る̂
.±
1
の
御
益
に
相
成
り
候
事
に
て 

御
座
候」

と
の
®

を
生
む
の
で
あ
る
。:

•

か
く
て
、
子
平
は

「

胄

_畠
_を
双
_

せ

立

且

鉄

¥{
!

、
±

罾

の

^

^

員
て 

彼
是
御
国
中
潤
沢
に
相
成
候
は
父

一
の
奥
の
.手
に
は
前
文
に
申
上
候
学
校
に
於 

て
十
分
に
文
武
を
講
じ
御
国
風
を

i

変
仕
り
候
て
日
本
無
雙
の
文
武
国
に
可
仕 

儀

此

一

策

に

御

座

纏

に

奉

存

と

。
国
は

富
み
.、
そ
れ
に
よ
り
学
校
を
興 

し
、
文
武
両
全
の
人
材
を
教
育1
>
、
武
備
を
完
備
す
る
こ
と'によ
り
、
日
本
無 

雙
の
文
武
国
と
な
る
事
が
出
来
る
と。
/ 

:
■

■
 
-
 

, 

.
 

-
 
■

-.
(

注

一)

欧
羅
巴
に
関
す
る
認
識
は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
：

「

又

近
頃
。

_欧
羅
巴
の
莫
斯
哥
未
亜
興
勢
ヒ
無
雙
に
し
て
遠
ク
韃
靼
の
北
地
を
侵
掠
し
此 

.こ
ろ
は
室
韋
の
地
方
を
略
し
て
。
東
の
限
り
加
摸
西
葛
杜
加
l

l

;
b̂x
- *
l
- 

迠
押
領
し
た
り
然
ル
に
加
模
西
萵
杜
加
よ
り
東
に
は
此.
上
。
取
べ
き
国
土
な 

し
此
故
に
又
西
.に
顧
ミ
テ
蝦
夷
国
の
東
な
る
。
千
嶋
を
手
に
入
ル
べ
き
機 

し
あ
り
ト
間
及
べ
リ
既
に
.明
和
辛
卯
の「

年
莫
斯
哥
未
匝
よ
り
加
模
西
葛
杜
加

江
遺
シ
骰
ル
豪
傑
。
-
バ
ロ
ン
マ
オ
リ
ッ
ツ
。
ア
ラ
ア
ダ
ル
ハ
ン
。
ベ

ゾ

ゴ
ロ

.
ゥ
と
‘い
ふ
者
^
加
模
西
葛
杜
加
よ
り
船
冷
発
し
て
日
本
江
押
渡
り
港
ぐ
江
下 

バ
純
し
-r-

其
深
サ
へ
を
計
り
な
が
ら
.、

日

本

を

過
半
。
■

.

乗
廻
し
た
る
事
あ
り
就
中 

:

土
：佐
の
国
に
於
て)

は
日
本
国
に.
在
合
。\阿
蘭
陀
人
江
と
認
U
書
を
遗
骰
た
る 

事.
も
あ
る
也
是
等
の
：事
其.
心
根
可
僧
可
恐
。.
是
沲
国
な
る
■が
.ゆ
へ
に
来
ル
間 

敷
船
も
乘.
ル
人
の
'機
転
次
第
に
て
心
易
ク
来
ラ
る
>:
な
り
察
ス
'べ
シ」

。(「

海 

国
兵
談1

自
序
？
全
集
第
'

巻

ニ.
五
I
一
一 
六
頁〕

：
以
下
子
平
の
上
書
お 

よ
び
著
書
の
引
用
は
■す
べ
て.「

林
子
平
全
集」

に
よ
つ
た
。
員
豸
は
通
巻
頁 

，
で
あ
る0

(

注
ニ)

—1
海
国
兵
談
1__
を
著
作
す
石

に
至
つ
た
直
接
の
動
機
を
次
の
ご
と
く
述 

ベ
て
い
る
。「

小
：子
、は
直
情
径
行
の
独
夫
な
る
ゆ
へ
敢
て
忌
諱
を
不
顧
。

因 

:

て
0
ベ
ン
ゴ
ロ
ゥ
。
.が
事
を
始
ト
し
て
都
て
外
寇
の
来
り
易
キ
わ
け
を
有
の 

.
ま
k
に
書
し
て
却
て
海
国
肝
要
の
武
備
は
如
此
也
ト
云
事
を
肉
食
の
人
ぐ
に 

知
し
め
ん
ト
欲
ル
故
。
見
聞
ス
ル.
所
を
慕
'集.
、

X

テ
此
書
を
作
為
ス
0」 

(

注
三
ソ
-̂
海

国

兵

談

十

ハ
全

集

ニ

コ

ー
頁

)
(

注
四)

「

富
国
建
議
1__

(

全
集
四
一
八
頁)

(

法
五)

本
多
利
明
の
外
§__

に
つ
，い
て
は
拙
論「

本
多
利
明
の
農
政
論」

. '
正
•
続(「

三
田
学
会
雑
誌」

五1

巻
五
号
お
よ
び 
一.
0
号)

(
注
六)

.T

海
国
兵
談」

(

全
集
三
七.
五.
頁〕

(
注
七)

子
平
は「

教
育」

を
と
く
に
重
視
し
根
本
的
な
る
も
の
と
考
え
る
。
 

富
を
致
す
場
合
ま
ず
和
漢
古
今
の
事
跡
を
多
く
学
び
取
る
事
を
し
な
い
な
ら 

ば
了
簡
も
出
ず
、
規
線
も
立
た
な
い
の
で
あ
る
0
武
備
を
完
備
す
る
場
合
に 

も
偏
武
に
，な
る
こ
と
を
極
度
に
い
ま
し
め
て
い
る
。「

偏
武
な
れ
ば
野
也
、

無
智
也
、
元
ょ
り
兵
者
凶
器
也
、
然
レ
.と
も
死
生
存
亡
の
係
ル
所
に
し
て
国 

の
大
事
是
に
過
ル
も
の
は
众
き
ゆ
へ
、
野
に
し
て
無
智
な
る
偏
武
の
輩
に
任. 

せ
難
き
事
也」

、「

偏
武
■に
不
陥
し
て
、
文
武
両
全
な
る
べ
き
事
を
欲
し
願
フ 

べ
し
、

」
「

文

武

相

並
.
て
国
家
を
経
済
す
べ
し」

と
0
あ
る
い.
は「

文
武
両
道 

ハ
大
極
ノ
如
ク
ー
一
一
.ゾ
テ
陴
炚
之

 
一--.
徳
也
、
文
徳
ハ.
治
国
斉
家
#-
ヲ
TE
直
ニ 

治
ル
一『

在
武
徳
ハ
其
文
徳
ヲ
破

リ
ソ
コ
ナ
ハ
ヌ
様.
に

守

治

シ

テ

惡

ヲ

去

、ル
ノ 

法
也
、
文
ハ
清
、
武
ハ
強」

と
。
武
と
文
と
を
か
ね
そ
な
え
さ
せ
る
方
法
は 

「

教
育」

を
，盛
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

又
.「

国
君
と
家
老
と
不
学
無
術
な
れ 

.
ば
国
家
貧
乏
，す」

と
も
い
う
。
学
問
の
必
要
な
る
所
以
で
あ
る
。
こ
こ
ょ 

り
、,「

御
国-1:学
校
を
逮
立
候
て
人
々
を
教
立
て
先
人
才
を
取
立
候
て
其
上 

'に
政
談
に
可
及
事
に
奉
存
候」

と
学
校..
の.
設
立
を
主
張
し「

学
校
を
盛
.に
す 

る
事
御
国
永
久
の
御
宝
と
可
中」

と
し.
て
、
具
体
的
に
文
武
両
全
の
教
育
を 

行
う
学
校
建
設
案
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
学
校
建
立
の
た
め
に
は 

.「

金
子」

.
を.
必
要
と
-L
、

そ
の
た
め
に
■'«
殖
の
道
を
.講
ず
る
必
要
が
あ
る
こ
. 

と
を
い
う
。
す
な
わ
ち「

此
段
拙
者
第
一
の
存
寄.
に
て
御
座
候
得
共
、
.金
銀 

.
不
足
に
て
は
、:-
此
術
も
始
め
不
被
申
候
故
、
無
拠
、
貨
殖
の
員
を
第
一に

仕 

り
、
此
条
を
第
骂
に
申
上
候
事
御
座
候
、
実
は
此
学
校
を
建
立
可
仕
為
め
の
：
 

货
殖
の
術
に
御
I

J

;

な
お
、
子
平
.は
学
問
を
旧
来
既
存
の
学
と
異
る
も
の
と
理
解
し
、

「

兎
角 

ノ
学
問
は
朱
子
流
も
陽
明
施
.も
拦
斉
流
も
入
不
申
も
の
に
て
御
座
候
只
.博
く
書 

を
読
候
て
.和
漢
：古
今
之
.治
乱
.興
廃
損
益
得
失
を
知
り
候
得
は
自
然
ど
.才
智
は

生
し
候
.
.も
：の
.
1ー：而
御
座
候」

と
、
あ
る
い
は
.「

夂
.を
学
て
0

ヲ
治
ん
武
ヲ
張
，

■  

.

' 

■ 

. 

:

...
 

江
戸
時
代
経
世
済
民
論
の
一
考
察 

：

テ
国
を
彊
ク
す
る
事
本
に
し
て
、
茶
の
湯
、
田
狐
等
の
雑
事
は
末
也」

と
も 

述
べ
て
い
る
。

(

注
八)

.「

富
国
建
議」

(

全
集
四
五
〇
頁)

(

注
一
〇)

「

富
国
建
議1

(

全
集
四 

一
一
一
一
3

「

昇
平
久
キ
時
は
-必
華
靡
'を
'生
ス
華
靡
盛
ナ
ル
時
は
誰
侯
士
大
夫
贫
究
ス
、
 

貧
究
す
る
時
は
武
備
.も
名
の
み
存
し
て
実
用
な
き
に
至
'ル
竊U

.

憶
フ
当
世
若 

:
ク
は
華
靡
盛
：な

.り
ト
：い
ふ
へ
.き
歟J

.
(

全
集1 
一i

A—;
一
 
頁) 

' 

(

法

.

.ー
匕)

「

海
国
兵
談J

.
C

全
集
.三
七
九
頁

)

(

注
.「

二)

.「

富
国
建
議」

(

全
集
四
一
一ー

四 

一
二
頁) 

.

(

注

.一
三)

「

海
国
兵
談」

(

全
集
三
八
四
頁

)

(

注1

四〕

同

.

(

注
一
五)

同

：
'

:

.

(

注」

六)

.

「

.海
国
兵
談」

(

全
集
三

■八
五
頁

)

(

注

1
七)

「

第
ニ
上
書」

(

全
集
四
九
九
丨
五
〇
〇
頁)

(

注
一
八)

子
平
が
富
国
策
を
総
括
し
て
波.
ベ
た
も
の
に「

富
国
策」

(

全
集 

第
二.
巻
所
収)

が
あ
る
。
こ
れ
は「

貧
富
の
分
る
V
所
以」

を
論
じ
た
も
の 

で
あ
つ
て
、「

行
文
難
渋
に
し

て
通
解
に
，
苦

む

所

多

し

」
(「

日
本
経
済
大
典J  

.第
一
一
〇
巻
滝
本
誠
一
氏
，の
解
題〕

と
い
十
れ
る
も
の
で
あ
る

0
.

「

文
武」

を
茁 

:
視
1>
:、
教
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
极
本
と
し
、
以
下
天
地
の
鹿
物
の
特
性
を 

.知
り

開
物
し.
産
な
：き
：の；
地
を
な
く
し
、'農
を
す
、
め
、
扶
持
人
百
エ
の
富
を 

'保
ぢ
、
市
商
の
遒
を
弁
じ
、
国
お
ょ
び
国
君
の
無
用
の
費
を
節
し
、
個
人
生

ニ

三

C

四
四
九

)

：



活

：で

は

飲

食

を

略

，し
、

r

衣
住
を
簡
素
に
す
る
こ
と
、
こ
.

れ
ら
二
速
の
行
為•を.

(

法
ニ
九) .
；「

第
二
：.上
書
JK:
全
集
五
〇.
四
頁〉

. 

賞
く
に
十
信
義
^
を
も
ヴ
て
す
^
し

と

述

べ

て

い

る

。
:̂
'

?

:

ま
ず 

':(

注
11ー
〇

)
「

富
国
建
議」

：(

全
集
四
四
©
頁)

'.-- 

」

個
人
、：
国
君
お
よ)

び_

家

:̂
お
け
：石
節
儉
を
第
ー
ど
し
，
肯
 ̂

'(

注
三
一)

，
同
V
:
'.
.

:
ょ
る
国
産
；：の«
発
、
増
産
を
锄
め
、
そ
れ
を
他
領
ヒ
販
売
し
て
—.
国
を
豊
か
へ
'

(

注
三
ニ)

同
.

.
 

■

.
に
す
る
0.
こ
：れ
ら
全
体
の
経
済
を
司
る
：者
に
人
林
を
得
る
必
要
が
、
そ

の

た

(

法
三
三)

同

：:
:. 

め

に

教

育

を

盛

に

す

る

：：こ
と

.
を
論
じ
：た
も
：の
で
ぁ
る
0

'

:

(

法
三
四)

.'「

竄
国
建
議
1_(

全
集
四
四
五
頁)

：' 

(

注
ー
九
ソ
-̂
海
国
兵
談
し

全̂
集
三
^
九
頁
ソ
：

■
,

'.
.

:

.
 

(

注
三
五)

「

第
-
上
書
/ス
全
隼
五
ご
ー
頁)

， 

(

注
二
〇)

同
' 

• 

:

:

•

,

: 

• 

(

注
三
六
>

「

第
ニ
上
書」

バ
全
集
五
ー
三
5 

(

注
ニ
ー)

同

：
 

(

注
三
七
V

「

貨
殖
存
寄
書」

(

全
集
五.
三
七
頁)  

c
^
lr)

：：.
S
H
Jl
#
J
s.

l
〇
H
K)  

.. 

(

注
三
八)

「

海
国
兵
談」

(

全
集
三
七
曼)

.. 

(

注
ニ
：三)

：
5
一

1

上
書」

2
集
五
0
四
頁
> 

(

奮
一
九)

「

貨
殖
存
寄
書」

ベ
全
集
五
四
八
頁)  

(

注
ニ
四)

「

海
国
兵
談」

C

全
集
三
五
九
頁)  

.

(

注
四
0)

.「

富
国
建
議」

(

全
集
四
四
五
頁)  

(

注
ニ
五)JT

海
国
兵
談」

.(

全
集
三
六
0
S 

_.

.(

注
四
：一)

：同
.'、

.
に

：

(

注
一H

O
':同

：
：  

卜
：

. '

'
 

'(

注
四
ニ)

：「

富
国
建
議
1-(

全
集.
四
四
九
頁)  

(

注r

一
七0:

同

•

(

注
四.
三) .

「

富
国
建
議
,-(

全
集
凼 

.(

注
ニ.
八)

「

当
世
上
下
と
も
に
轂
を
賤
じ
て
金
を
貴
フ
也.
其
心.
根
、
歳
、
饑

饉

C

注
四
四)

：「

第
：ニ
上
書」

(

全
集
五
二
七
頁〕

し
て
米
穀
、
何
程
貴
と
も
金
銀
さ
べ
多
け
れ
ば
買
求
ル
事
仕
易
シ
此
故
に
金
，

(

注
四
五)

.「

第1.1

上
書」

.(

全
集
五
〇
、五.
頁)

'
 

銀
を
第
-—
*'.
ト
し.
て
穀
を.
心.
ト
せ
さ
る
也
、
是
甚
危
キ
心
懸
也
、
其
故
は
：.…
.
.

(

注
四
六)

「

第
一
：

一

上
書」

''
S
集
五
ニ
六
頁)

.
金
銀
は
命
を
救
フ
第
ニ
#
o'
物
な
る
事
を
知
て
米
穀.
を
第一

、

金
銭
を
第
二 

(
注
四
七)

■「

第
一
一
上
書

」

S
集

五

一

一

七

頁) 

ト
心
得
て
平
日
食
糧
に
成
へ
き
物.
を
貯
ル
事
ヲ
.
勤
ム
へ
シ
、
是

国

郡

を

領

ス

(

注

四

八)

—1
貨

：植

存

寄

書

」

<
全

集3:
':四
八
頁)  

'.ル.
人
、
第
一
の
覚
悟-
一
し
て
下
庶
人
に
至
ル
迠
も
此
心
懸
を
忘
却
ス
ル
事
な.

(

法
四
九)

「

貨
殖
存
寄
書」

(

全
集
五
四
九
頁〕

,か
れ
1_「

海
国
兵
談」

(

全
集
三
六
〇
頁)  

(

注
五
〇
>.

「
貨
殖
存
寄
書」

(

全
集
五
衣
ー
頁

)

(

注
五一)

「

第
二
上
書」

(

全
集
五
ニ
九
頁)

.

五

.
以
上
子
平
の「

海
国
兵
談」

お
ょ
び
三
回
に
わ
た
る「

上
書」

を
中
心
と
し 

て
、
子
平
の
_

策
と
富
国
策
の
展
開
と
構
造
と
を
あ
と
づ
け
.て
み
た
。
子
平 

が
富
国
策
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
常
に
数
に
あ
か
る
く
、
数
字
を
も
っ
て
具
体 

的
実
例
を
あ
げ
て
富
国
策
を
根
拠
づ
け
た
と
い
う
方
法
は
、
子
平
の
所
論
の
特 

微
の
一
つ
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
.こ
の
こ
と
を
詳
細
.に
檢
尉
す 

.

る
こ
と
は
す
べ
て
省
略
し
て
、
た
だ
子
平
の
富
国
の
思
想
を
検
討
す
る
に
と
ど 

め
た
。
す
で
に
み
た
ご
と
く
、
子
平
に
お
い
て「

富」

，
や

-.
富
国」

の
観
念
は 

必
ず
し
も
明
白
な
形
で
、
論
理
的
に
述
べ
ら
れ
そ
は
い
な
い
が
、
彼
の
所
論
の 

中
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
ほ
ぽ
そ
の
内
容
を
う
か
が
う
と
と
が
出
来
る
。
ま
ず 

「

富」

で
あ
る
が
、
子
平
.に
と
っ
て
、
富
と
は「

i
it
u」

.を
士
台
と
し
そ
こ
に 

坐
成
し
て
来
る「

諸
物」

と
し
て
、
.そ
の
.

「

ゆ
た
か
さ」

と
し
て
ま
ず
つ
か
ま 

れ
て
い
，る

ご

と

く

で

あ

る

。
：

「

諸

物J

は
ま
ず
使
用
価
値
と
し
て
、
そ
の
中
年
貢 

の
主
体
で
あ
り
、
主
食
で
あ
るr

主
穀J.

が
ゆ
た
か
で
あ
る
こ
と
の
中
に「

富」 

を
意
識
し
た
。
と
同
時
に
、'-
子
平
は
—|
金
銀」

を
も「

富」

と
意
識
す
る
思
想 

'を
懐
く
方
向
を
持
.

V

て
い
た
：と
思
わ
れ
る
。「

物」

と

「

金

銀
'—
と

は

そ

の

性

質 

を
異
に
し
て
お
り

貴̂
穀
賤
金」

思
想
ょ
ヶ
、
前
者
を
重
視
し
、
後
者
を
糧 

す
る
考
え
方
を
述
べ
て
い
る
が
、
—|
金
銀」

.の
役

割

を

全

ぐ

否

定

し

て

，：い
る
の
で 

は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
は
：

「

富
1—
を

と

く

に

戦

時

、
.
.
災

難

時

に

人

間

生 

命
に
が
か
わ
る
も
の
と
し
て
素
材
故
形
態
に
お
い
：て
み
る
既
存
の
考
え
方
を
依

.

江
戸
時
代
経
世
済
民
論
の
一
考
察 

*

■然
と
し
て
強
く
残
存
し
て
い
た
が
、
他
面

s
f
fに
対
し
て
も
そ
の
持
つ
意 

義
を
そ
れ
が
諸
物
と
交
換
し
え
、
貢
い
と
る
と
い
う
性
質
の
故
に
否
定
し
て
い 

な
い
。
こ
の
よ
う
に「

富」

の
考
え
方
の
中
に
は
使
用
価
値
、
素
材
的
1

か 

ら
す
る
.；「

諸
物
1_
_
を

「

富」

と
み
よ
う
と
す
る
考
方
と
、
交
換
手
段
、
流
通
手 

段
と
し
て
の
'' 

僧
の
作
用
は
流
通
手
段
と
し
て
理
解
さ
れ
、
そ 

れ
故
に
金
銀
の
代
替
物
と
し
て
楮
幣
が
考
え
ら
れ
て
い
た——

を

「
胄」

と
み 

よ
う
と
す
る
考
方
と
が
、
入
り
交
っ
て
見
出
し
う
る
と
理
解
出
来
る
''
0
そ
れ 

故
、「

富
国」

に
つ
い
て
も
前
者
の
考
方
か
ら
は
当
然「

ナ
吧」

よ
り
よ
り
多
く 

.の
物
材
を
生
産
す
る
こ
と
が
.「

富
国」

.の
源
で
あ
り
、
と
く
に
農
を
勧
め
る
.こ 

と
が「

富
国」

の
大
本
で
あ
り
、「

地
利
を
尽
す」

こ
と
、
さ
ら
に「

小
産
㈱」 

の「

加
工」

の
中
に
.「

富
固」

へ
.の
径
を
見
出
さ
ん
と
し
た
の
.で
あ
る
。
し 

か
し
、」

J

の
場
合
、「

人
間
，の
働
き」

はT

地
利
を
尽
す」

に
必
要
な
る「

砠」 

と
し
て
理
解
さ
.れ
、
そ
れ
はr

富」

や

r

富
国」

と
の
関
連
に
お
い
て

「

土 

地
1_
_
と
同
_
に
意
_
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

「

人
間
の
■
き」 

(

労
働)

の
向
け
ら
れ
る
方
向
は
限
定
さ
れ
て
考
え
ら
れ
、「

良
夫
の
力」

は
水 

田
耕
作
に
の
.み
向
け
ら
れ
、
他
産
物
を
生
産
す
る
事
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
.を
拒 

否

す

る：0
こ

の

こ

と

は

そ

れ

だ

げ

主

穀

生

産

の

弱

化

で

あ

り

そ

の

労

力

の

不

足 

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
考
え
て
い
'た
か
ら
で
あ
る
。
他
産
物
の
生
産
や
加
工
作 

業
へ
の
人
間
の
働
き
は
、「

良
夫
の
力」

以
外
の
労
力=

遊
休
の
労
力
に
よ
っ
て 

行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
主
張
し
た
。
避
休
の
労
力
を
活
動
の
状
態
に
引
き 

出
す
と
が
-5
意
味
で
は
ー
種
•の
.積
極
性
を
持
つ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
主
榖
生

産
以
外
.の
産
業
に
対
し「

良
夫
の
力」

：
を
向
け
し
め
ず
、
遊
休
の
労
力
で
事
た

.
一

五(

四
五
一)



り
y
る
と
考
え
：て
い
る
点
で
、
他
産
業
の
役
割
の
：評
価
の
中
に
未
熟
の

-̂
の
が 

見
出
さ
れ
る
。
か
く
て
、
；
子
平
は

「

地
利
を
尽
し」

、
土
産
：を
取
立
で.、
国
産
品
.
 

を
ゆ
た
か
に
す
る
こ
と
が

『

胄
国」

の
：根
源
で
あ
る.と
理
解
す
る
と
向
時
に
、
：
 

こ
れ
の
み
，で
は
未
だ「

富
国」

：’は
完
成
せ
ず
、
国
産
品
を
自
国
内
に
と
、ど
め
消 

費
ず
る
•こ
と
な
く
、
他
領
へ.売
却
し
、「

金
銀」

を
う
る
こ
と
に■よ
？
て「

富 

国1

が
完
成
す
る
と
い'う
理
解
を
持
つ
に
至
っ
た
。
積
極
的
に
は

一"

金
銀」

：
の 

獲
得
が「

富
国」

に
つ
な
が
り
、.消
極
的
に
は
国
内
に
生
産
せ
ぬ
物
資
.を
領
外 

よ
り
賈
入
れ
る
こ
と
に
よ
り

「

金
銀」
を
他
領
に
流
出
す
る
こ
と
は
围
内
の 

「

富」

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
こ
と
が
貧
国
化
の
一
因
で
あ
る
と 

の
理
解
が
同
時
に
子
平
の
思
想
の.中
に
見
出
さ
れ
る
と
思
う
。.か
.く 
.の
.，ご.
と 

く
ニ
方
向
に
お
い
て
ゴ
富
国

」

策
を
論
じ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
子
平
の 

「

富」

に
つ
い
て
一
一
方
向
の
考
え
方
が
相
互
に
関
連
し
、
相
混
じ
て
ぃ
た
こ
と

•

.1

六

(

四
五
ニ〕

に
稂
拠
が
あ(

っ
た
：の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
子
平
の 

: 「

富」

お
よ
.び
"

「

富
国」

に
関
す
る
思
想
の
中
に
は
、
依
然
と
し
て

「

諸
物」

お
よ 

び

を

中

心

と

す

る

考

え

方

が

強

く

支

配

し

て
 

い
た

の
.で
^.
り
、
他
面〕

見
そ
れ
を
否
定
す
る
が.ご.
と
き.
ロ
^
を
も
ら
し
な
が 

ら
、
最
も
力
点
を
お
い
て
強
調
し
て
い
る
の
は
、
.諸
物
を
国
内
に
お
い
て
生
産 

し
、
国
産
を
奨
励
す
る
た
め
の
貨
幣
的
操
作
や
、
国
産
を
他
領
へ
転
出
し

「

金 

銀
，,—
を
獲
得
す
る
た
め
の
政
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
子

平
：！！

身 

否
定
的
言
葉
で
述
べ
て
い
る
に
も
が
：か
わ
ら
ず
、

「

富」

を「

を
^」

と
の 

に
お
い
て
把
握
し
よ
ぅ
と
す
る

「

富」

観
や
、「

金
銀」

を
鏤
得
せ
ん
と
す
る 

「

富
国」

観
と
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
も
の
と
考
え
る 

こ
と
.が
出
来
は
し
ま
い
か
。(
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八
>.

第
一
次
大
戦
後
の
農
業
恐
慌
の
性
格
.(

下)

.

I

I
般
的
危
機
第

.一
段
階
に
お
け
る
農
業
恐
慌
の分

析
：！：-

盤

政

治

ま
え
が
き——

問
題
意
識
と
論
点
開
示 

戦
，後
農
業
恐
慌
の
構
造
的
基
盤 

h

第

一.次
大
戦
に
ょ
る
世
界
経
済
構
造
の
変
化
-
 

-
債
権
•
債
務
国
の
地
位
の
逆
転

——

ヨ
ー
口
ッ
バ
経
済
の
疲
弊
と
，

.
合
衆
国
経
済
の
决
定
的
優
位
跬
の
確
立I

I

I

ヴ
パ

農
業
の

衰
退
と

•

大
西
洋
彼
岸
諸
国
に
お
け
る
農
業
生
庫
の
増
大 

ニ
戦
後
ブ
ー
ム
と
戦
後
^
慌
の
性
格 

I

戦
後
ブ
！
ム
の
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
と
そ
の
特
徵 

1

戦
後
恐
，慌
の
深
度
と
統
一
的
世
界
循
環
の
回
復
.

(

以
上
前
哥) 

三
，
戦
後
農
業
恐
慌
と
農
業
生
産
力
構
造
の
転
換
.

(

以
下
本
号)

.
I

農
靡
物
価
格
低
落
の
特
質
パ 

I

戦
後
農
業
恐
慌
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

I

戦
後
農
業
恐
慌
の
歴
史
的
意
義

.

1
一
九u
〇
年

代

に

お

け

る

：

農
業
生
産
力
の
発
展.と
.農
民
層
分
解
の
：
性
格
一

^

第
一
次
大
戦
後
め
農
業
恐
慌
の
性
格9)

.

三
戦
後
農
業
恐
慌
と
農
業
生
産
力
構
造
の
転
換 

I

農
産
物
価
格
低
落
の
特
質

第
一
次
大
戦
中
に
お
け
る
ヨI 
ロ
ッ
パ
農
業
の
衰
退
と
大
西̂

^
!
国
、 

と
く
に
ア
メ
リ
力
合
衆
国
に
お
け
る
農
業
生
産
の
増
大
、
と
い
ぅ
資
本
主
義
世 

'界
の
農
業
生
産
力
配
置
の
不
均
衡i

開
に
っ
い
て
は
既
に
砠
べ
た
。

戦
争
に
ょ
っ
て
農
業
生
産
を著
し
く
縮
小
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
農
産
物
の 

輸
入
を
か
っ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
必
要
と
し
た
が
、
大
衆
の
購
賈
カ
減
退
の
た
め 

に
、
増
大
し
.た
大
西
洋
彼
i

国の農産物を化しつづけるとい 

ぅ
こ
と
は
で
き
な
力.っ
た
。

.か
く

て

、

「

大

西

洋

彼

！
^

国

の

農

業

生

産

力

の

発
！̂」

は「

極
度
の
貧
困
化 

し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
衆
の
震
制
限
と
衝
突
し
、
.こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
. 

過
剰
化
、
麗

下
蒸
と
し
て
爆
発」

し
-1
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
第 

一
次
ナ
■
を
契
機
と
す
る
ア
メ
リ
カ

ム
ロ
胄
国
を
は
じ
め
力
©
肖
#

i

国
の
農

一
七
.(

四
五
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